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【令和元年度ワークライフバランス推進強化⽉間（以下「WLB⽉間」）・国家公務員における「ゆう活」の取組】
・期 間︓令和元年7・8⽉
・取組内容︓働き⽅改⾰について、「ゆう活」などの共通取組事項や各府省等・各職場の実情に応じた独⾃の取組を実施

○ ５年⽬となる「ゆう活」の実施者割合は⾼い⽔準。職場の意識変化を感じた職員の割合も⾼く、意識の変⾰の⾯では着実に進展
○ ⼀⽅、共通取組事項の実施状況は低い⽔準にとどまっており、管理職と⾮管理職の差も⼤きい。定時以降の業務時間を縮減できたと

感じた職員の割合も低く、今後、具体的な取組の進展や実際の業務の改善にさらにつなげていくことが必要

令和元年度 ワークライフバランス推進強化⽉間・国家公務員における「ゆう活」 取組結果概要

１ 「ゆう活」実施状況（本府省等内部部局）

２ 各府省等の共通取組事項の実施状況
（期間中に各取組が⾏われていたと回答した職員の割合）

３ 各府省等の特徴的な取組事例

○ WLBの現状に満⾜している職員︓78％（76%）
※管理職︓84%、⾮管理職︓72%

○ 職場の意識変化（改善）を感じた職員︓69％（64%）
※管理職︓75%、⾮管理職︓63％

○ 職場の業務において実際の変化（改善）を感じた職員︓58％（53%）
※管理職︓65%、⾮管理職︓52％

○ 定時以降の業務時間を縮減できたと感じた職員︓45%（42%）
※管理職︓51%、⾮管理職︓40％

○ ７〜９⽉に１週間以上の連続休暇を取得した職員（予定含む）︓56%（46%）
※管理職︓56%、⾮管理職︓56％

○ ⼤⾂、事務次官等からの強⼒なメッセージの発信︓33%（35%）
※管理職︓40%、⾮管理職︓26％

○ 超過勤務予定の事前確認︓37%（31%）
※管理職︓43%、⾮管理職︓32％

○ フレックスタイム制の活⽤促進︓25%（22%）
※管理職︓27%、⾮管理職︓23％

○ テレワークの積極的な実施︓17%（8％）
※管理職︓19%、⾮管理職︓16％

○ ペーパーレス化の推進︓12%（8％）
※管理職︓16%、⾮管理職︓8％

○ 不要・不急業務の⾒直し︓27%（22%）
※管理職︓35%、⾮管理職︓20％

○ 休暇（年次休暇・夏季休暇）の⼀層の取得促進︓76%（70%）
※管理職︓83%、⾮管理職︓69％ 1※上記の数字は、管理職職員全員及び⼀般職員の約5％を対象とした職員意識調査のうち、１は本府省等（回答数5,924名）、 ２及び４は本府省等及び地⽅⽀分部局（回答数19,950名）の結果

○ 「ゆう活」実施者割合︓88%
○ 期間中の⽔曜⽇の退庁状況

（調査対象⽇︓7⽉3⽇、7⽉17⽇、8⽉7⽇、8⽉14⽇）
・「ゆう活」実施者の17時15分までの退庁割合︓69%
・職員全体の20時までの退庁割合︓86%

４ WLB⽉間・「ゆう活」に関する職員意識調査結果

令和元年度WLB⽉間・
「ゆう活」ポスター

①「超過勤務縮減強化期間」を設け、超過勤務状況及び超過勤務予定
の事前確認実施状況を、管理職⾃ら⼈事課へ報告【公正取引委員会】

②職員⾃らが業務の棚卸しを⾏い、管理職も含めて課室全体で業務削
減・分担の⾒直しを実施【警察庁、財務省、厚⽣労働省、農林⽔産省、経済産業省】

③地⽅機関等に対する業務依頼の必要性の精査、提出期限の配慮等の
徹底【警察庁、国⼟交通省】

④新技術(RPA・マクロ、⾳声認識ソフト)活⽤による業務効率化及び業務フ
ロー⾒直し【警察庁、⾦融庁、財務省、経済産業省、環境省、原⼦⼒規制委員会、防衛省】

⑤次官から２週間の夏季休暇(１週間以上の連続休暇含む)の取得推奨【外務省】

※括弧内は平成30年度

※括弧内は平成30年度



※「令和元年度ワークライフバランス推進強化⽉間・「ゆう活」に関する職員意識調査結果」から、有効回答が50以上の府省等を抜粋
「全府省等平均」は、回答数が50未満の府省等も含んだ全府省等の平均

※オレンジの網掛けは各項⽬上位１〜５位の府省等

（％）

府省等名

⼤⾂、事務次官、
幹部等からの内
外に対する継続
的なメッセージ
発信、各フロア

巡回など

20時以前の庁
舎の消灯

原則16時以降
には会議や作
業依頼等を⾏
わないこと、
超過勤務を前
提とした短期
間の締切設定
を⾏わないこ
と等の取組

超過勤務予定
の

事前確認

超過勤務時間
の

⾒える化

⼀定の時間を
超えて超過勤
務をした場合
の改善措置

フレックスタ
イム制度の普

及促進

テレワーク・
デイズ2019等
の活⽤、管理
職のテレワー
クの実施、管
理職から職員
に対して実施
の推奨などテ
レワークの積
極的な実施

審議会・各種
会議において、
ペーパーレス
での開催や紙
資料での配布
削減など、

ペーパーレス
化推進に向け

た指⽰

不要・不急業
務の⾒直し

年次休暇や夏
季休暇の⼀層
の取得促進

内閣官房 30.1 5.3 27.6 26.8 41.9 11.8 36.6 34.1 7.7 31.7 72.0
⼈事院 89.0 53.7 68.3 87.8 67.1 28.0 73.2 86.6 12.2 34.1 81.7
内閣府 43.8 15.1 31.1 32.0 49.3 25.6 34.7 69.9 25.6 27.9 68.5

公正取引委員会 74.4 13.4 51.2 70.7 36.6 22.0 72.0 54.9 24.4 31.7 70.7
警察庁 41.7 43.9 50.4 40.4 44.3 34.2 32.5 51.3 19.3 49.1 90.4
⾦融庁 43.0 46.7 19.3 19.3 52.6 33.3 59.3 59.3 23.0 26.7 64.4
総務省 66.1 18.2 40.0 30.9 39.4 18.8 26.1 80.6 28.5 30.9 81.8
法務省 36.5 4.5 17.4 48.1 50.2 25.3 17.2 5.8 1.9 28.2 83.8
外務省 32.0 2.4 35.5 4.7 26.0 22.5 37.9 13.0 16.0 39.1 76.9
財務省 19.9 3.2 18.8 16.7 32.1 10.1 36.5 46.6 17.9 24.8 67.6

⽂部科学省 90.1 8.4 58.0 13.0 27.5 4.6 24.4 72.5 59.5 32.1 75.6
厚⽣労働省 36.2 25.5 25.8 35.6 48.1 24.3 13.6 55.8 40.1 21.7 74.2
農林⽔産省 44.4 15.2 37.9 58.5 28.6 13.2 20.3 63.5 21.9 32.0 73.4
経済産業省 70.4 60.3 51.3 50.3 50.5 36.1 46.1 46.4 35.1 41.5 66.8
国⼟交通省 46.1 14.2 37.1 28.8 45.5 25.3 31.6 55.4 32.1 27.8 68.5

環境省 73.1 19.2 36.3 29.5 39.4 17.6 29.5 52.3 34.2 21.2 72.0
防衛省 73.7 2.9 35.1 24.4 51.9 29.2 37.7 19.8 9.1 26.6 76.0

会計検査院 50.0 1.5 37.3 61.9 63.4 28.4 59.7 50.0 64.9 18.7 53.0

全府省等平均 46.8 16.0 32.3 37.2 43.2 22.3 30.9 43.0 21.5 29.6 74.1

令和元年度ワークライフバランス推進強化⽉間実施状況
〜府省等別（本府省等内部部局）の共通取組事項実施状況〜

別紙１

２

※



全体

「ゆう活」
実施者割合

87.5

平均 7⽉3⽇ 7⽉17⽇ 8⽉7⽇ 8⽉14⽇

「ゆう活」実施者の
17時15分までの退庁割合 69.4 62.1 66.2 64.5 80.0

職員全体の
20時までの退庁割合 85.5 83.4 84.1 85.5 89.0

１ 全府省等（本府省等内部部局）の実施結果

※１ 終業の時刻を17時15分までに設定した職員を「ゆう活」実施者とする（⼀般的な霞が関（本府省等職員）の終業時刻は18時15分）。
※２「ゆう活」実施者のうち、17時15分までに退庁した職員の割合
※３ 本府省等内部部局職員（交替制等勤務等により実施が困難なため「ゆう活」を実施しない機関の職員等を除く。）のうち、20時までに退庁した職員の割合

※1

【参考】WLB⽉間前の⽔曜⽇（6⽉26⽇）の職員全体の20時までの退庁割合︓81.0％

令和元年度国家公務員における「ゆう活」実施状況
〜WLB⽉間（7・8⽉）における本府省等内部部局の実施結果〜

① 「ゆう活」実施者割合 (%) ② 7・8⽉の⽔曜⽇の退庁結果（調査対象⽇︓7⽉3⽇、7⽉17⽇、8⽉7⽇、8⽉14⽇）

別紙２

3

18府省等（75%）において
WLB⽉間・「ゆう活」実施前の

平成26年度と⽐較し、
7・8⽉共に減少

超過勤務の縮減状況（平成26年度との⽐較） ※本府省等分（回答︓24府省等）

※２

※３

① 「ゆう活」実施者割合 83.5%
② ７・８⽉の⽔曜⽇の退庁結果（第１・３⽔曜⽇の平均）

「ゆう活」実施者の定時退庁割合 76.0%
職員全体の20時までの退庁割合 78.5%

【参考】平成30年度「ゆう活」実施状況 ※各府省等からの回答に基づき算出

(%)

7⽉・8⽉
共に減少

18

7⽉のみ減少し、
8⽉は同程度⼜は

増加 1

8⽉のみ減少し、
7⽉は同程度⼜は

増加 1

両⽉とも同程度
⼜は増加 4



府省等名 「ゆう活」実施者の
17時15分までの退庁割合

職員全体※２の
20時までの退庁割合

(参考)
WLB⽉間前の⽔曜⽇

(6⽉26⽇)の
職員全体※2の20時まで

の退庁割合

内閣官房 56.4 89.0 81.3
⼈事院 85.8 95.4 90.2
内閣府 77.5 90.6 87.2

公正取引委員会 69.1 93.9 86.6
警察庁 59.1 97.0 86.4
⾦融庁 70.5 82.6 77.6
総務省 82.9 87.0 84.8
法務省 75.4 75.8 74.0
外務省 82.2 84.6 76.6
財務省 51.7 76.9 73.6

⽂部科学省 71.0 89.3 78.9
厚⽣労働省 58.6 81.8 72.6
農林⽔産省 55.8 89.2 87.5
経済産業省 80.8 97.6 90.5
国⼟交通省 70.9 88.3 84.1

環境省 75.9 81.6 78.4
防衛省 78.9 88.0 83.0

会計検査院 78.8 93.8 90.2
全府省等平均 69.4 85.5 81.0

※１ 「令和元年度ワークライフバランス推進強化⽉間・「ゆう活」に関する職員意識調査結果」から、有効回答が50以上の府省等を抜粋
「全府省等平均」は、回答数が50未満の府省等も含んだ全府省等の平均

※２ 「職員全体」は、交替制等勤務等により実施が困難なため「ゆう活」を実施しない機関の職員等を除く。

(%)
２ 府省等別（本府省等内部部局）の実施結果 ※ 7・8⽉の⽔曜⽇（調査対象⽇︓7⽉3⽇、7⽉17⽇、8⽉7⽇、8⽉14⽇）

4

※1



① 出勤回避には、集中取組⽇(7⽉24⽇)に参加可能職員の65%が参加し、⽬標(50%)を達成 ※数字については①〜③まで本府省等のものを使⽤

② テレワークは、約３割の参加可能職員が実施（昨年の3倍、延べ35,138名）したが、利⽤しやすさ、利⽤率には府省等間で⼤きな差
③ ６割強の職員がテレワーク利⽤を望んでいることも踏まえ、東京2020⼤会に向けて、各府省等において利⽤環境の整備が必要

国家公務員の取組（東京2020⼤会に向けたTDM試⾏、テレワーク）について

２．テレワークの推進１.TDM試⾏
※ピーク時間帯(7:45〜9:45)の出勤回避

(1) 参加⼈数（7/22〜8/2）
○集中取組⽇(7/24)

参加可能職員の 65%（⽬標 50％）
○それ以外の9⽇間

参加可能職員の 45%（⽬標 20％）
（参考）出勤回避⼈数延べ242,371名

本府省等 205,164名

圏央道内地⽅⽀分部局等 37,207名

・26府省等中22府省等で集中取組⽇に参
加可能な50％以上の職員が実施(本府省等）

【内閣官房,法制局,⼈事院,内閣府,公取,警察庁,個情委,⾦融
庁,復興庁,総務省,法務省,財務省,⽂科省,厚労省,農⽔省,経産
省,国交省,気象庁,海保庁,原⼦⼒規制委,防衛省,会計検査院】
※さらに80％以上の省庁は下線

（１）テレワーク・デイズ2019（7/22〜9/6）
○参加⼈数（26の本府省等） 延べ35,138名 （集中取組期間⼀⽇当たり昨年度の2.２倍）

（３）今後の課題

(2) 各府省等の取組事例
○勤務時間の変更（訓令を改正）

【⼈事院,消費者庁,復興庁,総務省,財務省,⽂科省,
経産省,国交省,環境省,原⼦⼒規制委】

○政府⽬標を上回る独⾃⽬標（本府省等常勤
職員の３割）を設定 【総務省】

(３) 来年に向けた各府省等からの要望
○東京2020⼤会に係る政府⽬標の早期決定
○国家公務員の勤務時間等の柔軟化

○職員のテレワーク利⽤意向は⾼い →ソフト・ハード（※）両⾯での利⽤環境の整備が必要
○テレワーク可能な場所の拡充等を検討
○地⽅⽀分部局等のテレワークの⼀層の推進
○台⾵の前⽇にテレワーク勤務を推奨するなど臨機応変な対応が必要【既に総務省や経済産業省で取組済】

○テレワークに係るソフト⾯の阻害要因は⼤幅改善
・「ﾃﾚﾜｰｸ勤務ができることを知らなかった」︓25.9％から4.1％に改善
・「⾔い出しにくい雰囲気がある」︓8.3％から3.7％に改善 （共に本府省等）

上記２つを課題としてあげた職員の割合の合計が10pt以上減少（改善）したのは23府省等中14府省等
【内閣官房,⼈事院,内閣府,宮内庁,公取委員会,警察庁,個情委,復興庁,総務省,法務省,⽂科省,経産省,国交省,防衛省】

○積極的にテレワークの活⽤を働きかけた府省等ほど、 利⽤しやすさが改善し、利⽤率も向上（次⾴）
・幹部等のテレワーク体験を省内掲⽰板へ掲載【総務省,農林⽔産省】
・地⽅機関庁舎等をサテライトオフィスとして利⽤【警察庁,総務省,財務省,環境省】
・省内独⾃キャンペーンを実施し機運醸成を図る【⾦融庁,総務省,財務省,国⼟交通省】

（２）WLB⽉間・「ゆう活」に関する職員意識調査結果（テレワーク部分）

関係府省等との調整を加速

※昨年末の数字は「平成30年度国家公務員の女性
活躍とワークライフバランス推進に関する職員アン
ケート調査」（実施期間H30.11.26～12.18・無作為に
抽出された各府省等の職員（合計64,413人）が回
答）より抜粋

○⼀⽅、利⽤環境の差もあり本府省等と地⽅⽀分部局等
との利⽤率の差は依然として⼤きい

テレワーク利用率 今後の利用意向

本府省等 30.6％ 63.5％
地方支分部局等 4.0％ 47.2%

これらの取組を参考に、
各府省等のテレワーク利⽤環境
の整備を更に促進

注） 気象庁,海保庁は国土交通省に、原子力規制委は環境省に入っている

昨年末時点※では10.5％だったテレワーク利⽤者が、30.6％となり約３倍に増加（本府省等）

(本府省等）

(本府省等）

※ハード面とはテレワーク端末（ハードウェア）の台数等の現状のこと

５



（参考）①各府省等の職員へのテレワークの積極的な働きかけと、テレワークを利⽤しやすい職場の雰囲気との関係
②テレワークを利⽤しやすい職場の雰囲気と、テレワーク利⽤率との関係 ※WLB⽉間・「ゆう活」に関する職員意識調査より

R² = 0.9156
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省
庁
等

② 利⽤しやすい職場の雰囲気とテレワーク利⽤率①各府省庁等の積極的な働きかけと利⽤しやすい職場の雰囲気

参
考
・
地
⽅
⽀
分
部
局
等

・「テレワーク利⽤率」とは、「WLB⽉間（7・8⽉）のテレワークの利⽤状況」で「希望通りに利⽤した」⼜は「希望通りには利⽤できていないが、利⽤した」と回答した職員の割合。
・「利⽤しやすい職場の雰囲気」とは、「テレワーク・デイズ2019を経た職場全体のテレワークの利⽤しやすさの変化（改善）で「とても利⽤しやすくなったと感じる」「少しだけ利⽤しやすくなったと感じ
る」と回答した職員の割合。
・「各府省等の積極的な働きかけ」とは、「WLB⽉間（7・8⽉）に職場で⾏われていた取組」で「テレワーク・デイズ2019等の活⽤、管理職のテレワークの実施、管理職から職員に対して実施の推奨などテ
レワークの積極的な実施」と回答した職員の割合。
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(%) (%)
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R² = 0.8581
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R² = 0.5674
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R² = 0.6298
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（参考）ハード環境が日常
用端末持ち帰りの府省等
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令和元年度ワークライフバランス推進強化月間・
「ゆう活」に関する職員意識調査結果
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（参考）調査実施概要及び回答者の属性

性別
男 女

85.0 15.0

本府省等・地方支分部局等の別
本府省等

地方支分部局等（本府省等以外）

施設等機関 複数の都道府県を管
轄する地方支分部局

左記以外の
地方支分部局

29.7 12.5 27.6 30.3

管理職・一般職員の別
管理職 非管理職

（課長補佐級）
非管理職
（係長級）

非管理職
（係員級）

47.5 14.9 21.3 16.2

※小数点第２位で四捨五入しているため合計は必ずしも100%とならない。

・実施対象：国家公務員（自衛官等を除く。）のうち、管理職職員全員及び一般職員の約５％の職員（ランダムサンプリング）
・実施方法：Webアンケート（一部の府省等は文書で実施）
・実施時期：令和元年９月２日(月)～13日(金)
・回 答 数 ：19,950名

○回答者の属性（％）

○調査実施概要

1



11.5

10.2

6.4

12.6

10.6

16.6

11.6

10.7

10.2

66.3

66.1

61.7

71.3

61.8

70.6

59.9

71.6

62.5

17.7

19.3

25.1

13.8

21.3

10.7

21.7

15.3

21.1

4.4

4.4

6.7

2.3

6.3

2.0

6.7

2.4

6.2

0.1

0.0

0.1

0.1

0.1

0.1

0.1

0.1

0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

元年度

30年度

27年度

管理職

非管理職（一般職員）

管理職

非管理職（一般職員）

管理職

非管理職（一般職員）

大いに満足している まあまあ満足している あまり満足していない まったく満足していない 不明

【1-1】御自身のワークライフバランスの現状に満足していますか。

本府省等

地方支分部局等
（本府省等以外）

全体
令和

平成

2※２～18ページのグラフにおいて、割合は小数点第２位で四捨五入しているため、合計は必ずしも100%とならない。



35.9

17.5

48.0

25.2
32.1

12.0
5.1

16.9

30.4

15.9

49.5

24.5

36.8

11.5
7.1

13.3

29.8

17.2

53.1

23.0

40.6

11.6
8.3

13.8

27年度 30年度 元年度

【1-2】（1-1で「あまり満足していない」又は「まったく満足していない」を選択した者への質問）
ワークライフバランスの現状に満足していない理由（複数回答可）

本府省等

全体

地方支分部局等（本府省等以外）

休暇が取得しづらい
ため

休日や帰宅後にも対
応しなければならな
い業務が多いため

業務量が過大で
あるため

勤務時間を柔軟に
変えられないため

業務に非効率な
面が多く残って
いるため

遅くまで残って業務
を行う風土で帰りに
くいため

時間制約のある職員
に対する職場内での
助け合いが少ないた
め

その他

休暇が取得
しづらいた
め

休日や帰宅
後にも対応
しなければ
ならない業
務が多いた
め

業務量が過
大であるた
め

勤務時間を
柔軟に変え
られないた
め

業務に非効
率な面が多
く残ってい
るため

遅くまで残
って業務を
行う風土で
帰りにくい
ため

時間制約の
ある職員に
対する職場
内での助け
合いが少な
いため

その他

単位：%

単位：%単位：%

休暇が取得
しづらいた
め

休日や帰宅
後にも対応
しなければ
ならない業
務が多いた
め

業務量が過
大であるた
め

勤務時間を
柔軟に変え
られないた
め

業務に非効
率な面が多
く残ってい
るため

遅くまで残
って業務を
行う風土で
帰りにくい
ため

時間制約の
ある職員に
対する職場
内での助け
合いが少な
いため

その他

31.9
23.5

60.3

22.5

41.6

18.7

6.9 10.7

35.0 38.4

55.9

22.7
31.6

5.2 3.9

12.5

30.4

16.7

62.3

22.5

46.3

25.0

8.3 9.8

全体 管理職 非管理職（一般職員）

29.0

14.8

50.4

23.1

40.2

8.9 8.8
15.1

34.3

19.9

39.5

25.4
34.5

6.0 7.4

18.426.1

12.0

56.5

21.8

43.4

10.5 9.5 13.2

全体 管理職 非管理職（一般職員）
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10.5

8.0

4.3

11.8

6.4

11.7

9.4

17.3

13.4

9.1

7.9

58.1

56.4

48.8

62.0

45.3

63.6

53.2

65.6

56.6

62.6

51.8

31.3

35.5

46.4

26.2

48.2

24.7

37.3

17.1

30.1

28.2

40.1

0.1

0.1

0.4

0.0

0.1

0.0

0.1

0.0

0.0

0.0

0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

元年度

30年度

27年度

「ゆう活」実施者

「ゆう活」非実施者

管理職

非管理職（一般職員）

管理職

非管理職（一般職員）

管理職

非管理職（一般職員）

大きく変化したと感じる 少し変化したと感じる 変化を感じない 不明

【2】WLB月間・「ゆう活」を経て、職場全体におけるワークライフバランスに関する
意識の変化（改善）を感じますか。

本府省等

地方支分部局等
（本府省等以外）

全体

4



6.4

4.6

2.7

7.3

3.5

6.9

6.0

10.8

8.5

5.1

5.0

51.6

48.1

38.0

55.8

37.7

58.4

45.5

64.2

49.8

55.7

43.8

41.5

47.2

58.8

36.4

58.7

34.2

48.2

24.5

41.4

38.8

50.8

0.4

0.1

0.5

0.5

0.2

0.5

0.4

0.5

0.3

0.4

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

元年度

30年度

27年度

「ゆう活」実施者

「ゆう活」非実施者

管理職

非管理職（一般職員）

管理職

非管理職（一般職員）

管理職

非管理職（一般職員）

大きく変化したと感じる 少し変化したと感じる 変化を感じない 不明

【3-1】WLB月間・「ゆう活」を経て、職場の業務において実際の変化（改善）が
あったと感じますか。

本府省等

地方支分部局等
（本府省等以外）

全体
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58.3

26.6

53.7

13.2 11.9
5.5

23.3

7.8
1.5

59.1

32.0

55.2

13.3 16.6
6.5

24.2

11.0

1.2

57.4

20.8

52.0

13.1 6.9 4.6

22.3

4.5 1.8

全体 管理職 非管理職（一般職員）

62.4
50.0

9.1
15.2

4.4

54.1

21.8

48.2

9.4 8.3 6.5
20.8

4.6 1.6

57.2

27.9

51.5

14.2 12.4 15.4
25.0

9.1
1.6

27年度 30年度 元年度

定時退庁を
目指し、上
司から部下
へ積極的な
働きかけが
行われるよ
うになった

スケジュー
ル管理表に
より業務の
予定や進捗
状況の共有
化が行われ
るように
なった

当日の業務
の段取りを
考えて仕事
を進めるよ
うになった

他の係等と
の積極的な
助け合いを
意識して行
うように
なった

会議や資料
作成の簡素
化、早い段
階での方針
の明確化、
ファイル名
やメール件
名のルール
化等により、
業務の効率
化が進んだ

テレワーク
勤務を行い
やすい環境
や雰囲気に
なった

フレックス
タイム制に
ついて制度
や手続に関
する周知が
行われ、柔
軟な働き方
が行われる
ようになっ
た

各種会議
において
ペーパー
レスによ
る開催や、
紙資料で
の配布削
減など、
ペーパー
レスの環
境になり
取組が進
んだ

その他

【3-2】（3-1で「大きく変化したと感じる」又は「少し変化したと感じる」を選択した者への質問）
職場の業務において具体的にどのような変化（改善）を感じましたか。（複数回答可）

本府省等 地方支分部局等（本府省等以外）

全体

単位：%

定時退庁を
目指し、上
司から部下
へ積極的な
働きかけが
行われるよ
うになった

スケジュー
ル管理表に
より業務の
予定や進捗
状況の共有
化が行われ
るように
なった

当日の業務
の段取りを
考えて仕事
を進めるよ
うになった

他の係等と
の積極的な
助け合いを
意識して行
うように
なった

会議や資料
作成の簡素
化、早い段
階での方針
の明確化、
ファイル名
やメール件
名のルール
化等により、
業務の効率
化が進んだ

テレワーク
勤務を行い
やすい環境
や雰囲気に
なった

フレックス
タイム制に
ついて制度
や手続に関
する周知が
行われ、柔
軟な働き方
が行われる
ようになっ
た

各種会議
において
ペーパー
レスによ
る開催や、
紙資料で
の配布削
減など、
ペーパー
レスの環
境になり
取組が進
んだ

その他

単位：%

単位：%

※27年度調査では
選択肢なし

※27年度調査では
選択肢なし

※27年度調査では
選択肢なし

※27年度調査では
選択肢なし

定時退庁を目指し、上
司から部下へ積極的な
働きかけが行われるよ
うになった

スケジュール管理表に
より業務の予定や進捗
状況の共有化が行われ
るようになった

当日の業務の段取り
を考えて仕事を進め
るようになった

他の係等との積極的
な助け合いを意識して
行うようになった

会議や資料作成の
簡素化、早い段階で
の方針の明確化、
ファイル名やメール
件名のルール化等に
より、業務の効率化
が進んだ

テレワーク勤務を
行いやすい環境や
雰囲気になった

フレックスタイム制
について制度や手続
に関する周知が行われ、
柔軟な働き方が行わ
れるようになった

各種会議において
ペーパーレスに
よる開催や、紙資料
での配布削減など、
ペーパーレスの環境
になり取組が進んだ

その他

55.2

30.3

47.3

16.2 13.4

34.4
28.3

11.7
1.9

55.0

33.9

50.6

16.7 16.5

34.8
30.2

13.2
1.7

55.5

25.5

42.7

15.5 9.3

33.9
25.8

9.6 2.1

全体 管理職 非管理職（一般職員）
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4.6

3.7

3.8

5.7

1.0

4.7

4.6

6.3

6.2

3.9

3.9

18.8

17.3

16.2

23.0

5.1

22.4

15.6

25.9

17.6

20.8

14.8

21.7

20.6

22.9

25.5

9.4

24.3

19.3

29.0

23.5

22.2

17.7

52.5

55.2

49.8

43.6

81.7

47.0

57.4

37.2

48.7

51.6

60.7

2.4

3.1

6.7

2.3

2.7

1.6

3.1

1.6

4.0

1.5

2.8

0.0

0.1

0.6

0.0

0.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

元年度

30年度

27年度

「ゆう活」実施者

「ゆう活」非実施者

管理職

非管理職（一般職員）

管理職

非管理職（一般職員）

管理職

非管理職（一般職員）

大きく減らせた 減らせた どちらかといえば減らせた 変わらない 増加した 不明

【4】「ゆう活」等の実施により、WLB月間中は御自身の定時以降の業務時間を縮減できたと
感じますか。

全体

本府省等

地方支分部局等
（本府省等以外）
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10.0

8.1

5.7

12.2

2.7

11.4

8.8

15.3

12.4

9.5

7.4

50.1

46.6

40.2

56.3

29.7

55.5

45.3

58.5

49.3

54.0

43.8

27.8

30.6

35.9

24.0

40.5

25.3

30.1

19.7

24.6

27.9

32.2

12.0

14.7

17.7

7.5

26.9

7.9

15.7

6.4

13.7

8.6

16.4

0.0

0.0

0.5

0.0

0.2

0.0

0.1

0.0

0.0

0.0

0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

元年度

30年度

27年度

「ゆう活」実施者

「ゆう活」非実施者

管理職

非管理職（一般職員）

管理職

非管理職（一般職員）

管理職

非管理職（一般職員）

大いになった 少しなった あまりならなかった まったくならなかった 不明

【5】WLB月間・「ゆう活」は、自身の働き方を見直すきっかけになりましたか。

本府省等

地方支分部局等
（本府省等以外）

全体

8



55.7

45.8

46.4

55.8

55.6

54.7

59.1

56.4

54.3

35.3

42.7

42.1

35.3

35.3

34.7

31.0

35.6

37.0

9.0

11.5

11.5

8.9

9.0

10.7

9.9

8.0

8.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

元年度

30年度

29年度

管理職

非管理職（一般職員）

管理職

非管理職（一般職員）

管理職

非管理職（一般職員）

1週間以上の連続休暇を取得できた、又は9月中に取得予定

1週間以上の連続休暇は取得できなかったが、合計5日以上の休暇を取得した、又は9月に取得予定

1週間以上の連続休暇又は合計5日以上の休暇を取得していない、また、取得予定も無い

不明

【6】本年７～９月に、夏季休暇と年次休暇を組み合わせるなどにより、１週間以上の
連続休暇※を取得できましたか。※ここでの「1週間以上の連続休暇」とは、週休日や祝日を含めて7日以上の連続休暇

本府省等

地方支分部局等
（本府省等以外）

全体

9



15.1

12.6

10.7

19.8

18.1

23.4

19.7

19.1

23.7

9.7

8.8

7.2

12.4

13.2

5.3

2.4

3.7

4.3

20.8

24.4

25.4

0.0

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

元年度

30年度

29年度

1～4日 5～9日
10～19日 20日以上（全日実施を除く）

全日実施 実施しなかった（交代制等勤務職員等のため「ゆう活」実施対象外であった）

実施しなかった（上記の者を除く） 不明

【7】「ゆう活」について、WLB月間を通して何日実施しましたか。

本府省等

全体

単位：% 単位：%
地方支分部局等（本府省等以外）

20.0
18.4

27.5

11.8
8.5

1.4

12.4

18.2 20.6

31.1

12.9

8.2

0.8

8.3

21.9

16.2

23.9

10.7 8.8

1.9

16.5

1～4日 5～9日 10～19日 20日以上（全

日実施を除く）

全日実施 実施しなかっ

た（交代制等

勤務職員等の

ため「ゆう活」

実施対象外で

あった）

実施しなかっ

た（上記の者

を除く）

全体 管理職 非管理職（一般職員）

13.0

20.4

16.4

8.9

14.1

2.8

24.4

10.8

18.6
22.4

10.7

16.9

2.0

18.5
14.9

21.8

11.3
7.3

11.7

3.6

29.4

1～4日 5～9日 10～19日 20日以上（全

日実施を除く）

全日実施 実施しなかっ

た（交代制等

勤務職員等の

ため「ゆう活」

実施対象外で

あった）

実施しなかっ

た（上記の者

を除く）

全体 管理職 非管理職（一般職員）

※「ゆう活」実
施者割合：
88 ％ 10



「ゆう活」実施者の17時15分までの退庁割合

職員全体の20時までの退庁割合

※調査対象日
の合計平均：
69％

※調査対象日
の合計平均：
86％

62.1

66.2

64.5

80.0

37.7

33.2

35.4

19.8

0.2

0.6

0.1

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

7月3日（水）

7月17日（水）

8月7日（水）

8月14日（水）

17時15分までに退庁した(休暇含む） 17時15分以降に退庁した 不明

81.0

83.4

84.1

85.5

89.0

15.0

12.7

11.7

10.4

6.9

3.9

3.9

4.2

4.1

4.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

6月26日（水）

7月3日（水）

7月17日（水）

8月7日（水）

8月14日（水）

20時までに退庁した 20時以降に退庁した 不明

（参考）

【８】本府省等内部部局の7・8月の水曜日の退庁結果（調査対象日：7月3日、7月17日、8月7日、8月14日）
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10.5

35.0

44.8

26.7

47.2

25.1

5.2 6.9
1.2

4.5
8.1

6.3

10.0

37.6

51.0

31.5

49.6

22.5

4.2

7.3
1.2 4.6

7.1 5.711.0

32.4
38.5

21.9

44.9

27.8

6.2 6.5
1.3 4.4

9.1
6.8

全体 管理職 非管理職（一般職員）

16.9

35.8 37.0

18.1 16.3
20.0

10.9

23.8
26.8

8.77.4

26.2

39.7

14.3

40.6

20.1

6.9 7.0
2.3

8.1
11.3

6.2
11.6

35.8

47.9

29.3

46.2

27.6

5.6 7.0
1.8

6.0 9.6 5.8

「ゆう活」を実施し

た日は、効率的に

業務を行うことが

できた

業務をより効率的

に行うことを意識

するようになった

早く帰りやすい雰

囲気が職場に醸

成された

休暇を取得しや

すい雰囲気が職

場に醸成された

早く退庁すること

により、夕方の時

間帯を活用するこ

とができた

家族と一緒に過

ごす時間が確保

できた

業務の終了が早

まらず、疲労が蓄

積した

各人の退庁時間

が異なったため、

打合せ等の時間

に制約が生じた

家族との生活の

時間が合わなく

なった

生活リズムの乱

れ等により、寝不

足となった

朝早く起きること

が辛かった

その他

27年度 30年度 元年度

13.9

37.3

54.1

34.3
44.1

32.5

6.5 7.4
3.0

9.0
12.5

4.9

13.7

40.8

59.5

38.9
46.0

34.3

3.9 7.3 3.2 7.5
8.5

3.6
14.1

33.3

47.8

28.9

42.0

30.3

9.6
7.5

2.7

10.7
17.1

6.3

全体 管理職 非管理職（一般職員）

「ゆう
活」を実
施した日
は、効率
的に業務
を行うこ
とができ
た

業務をよ
り効率的
に行うこ
とを意識
するよう
になった

早く帰り
やすい雰
囲気が職
場に醸成
された

休暇を取
得しやす
い雰囲気
が職場に
醸成され
た

早く退庁
すること
により、
夕方の時
間帯を活
用するこ
とができ
た

家族と一
緒に過ご
す時間が
確保でき
た

業務の終
了が早ま
らず、疲
労蓄積し
た

各人の退
庁時間が
異なった
ため、打
合せ等の
時間に制
約が生じ
た

家族との
生活の時
間が合わ
なくなっ
た

生活リズ
ムの乱れ
等により、
寝不足と
なった

朝早く起
きること
が辛かっ
た

その他

【９】「ゆう活」の実施により、業務や私生活においてどのような影響がありましたか。
（複数回答可）

本府省等 地方支分部局等（本府省等以外）

全体 単位：%

「ゆう
活」を実
施した日
は、効率
的に業務
を行うこ
とができ
た

業務をよ
り効率的
に行うこ
とを意識
するよう
になった

早く帰り
やすい雰
囲気が職
場に醸成
された

休暇を取
得しやす
い雰囲気
が職場に
醸成され
た

早く退庁
すること
により、
夕方の時
間帯を活
用するこ
とができ
た

家族と一
緒に過ご
す時間が
確保でき
た

業務の終
了が早ま
らず、疲
労が蓄積
した

各人の退
庁時間が
異なった
ため、打
合せ等の
時間に制
約が生じ
た

家族との
生活の時
間が合わ
なくなっ
た

生活リズ
ムの乱れ
等により、
寝不足と
なった

朝早く起
きること
が辛かっ
た

その他

単位：%単位：%

※27年度調
査では選択
肢なし

※27年度調
査では選択
肢なし
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43.2

12.3

32.5

12.7

30.8 32.5

17.8

5.1
1.4 0.8

26.8

2.8
8.5

46.0

10.7

29.1

13.0

29.3
32.5

18.4

5.0 1.5 0.8

26.9

2.6
9.0

28.6
20.2

49.9

11.2

38.6
32.6

14.6
6.0

1.1 0.7

26.2

4.0 5.9

家族との団ら

ん

育児や介護 家事 （育児や介護

を除く）家族の

ための用事

買い物 職場関係者や

友人との飲食

等

ジョギング等

のスポーツ

語学教室への

参加や専門知

識の習得など

自己啓発活動

自身の担当外

の政策分野に

おける自由な

企画・立案

地域活動やボ

ランティア活動

文化活動や趣

味

その他 特にない

全体 男性 女性

【10】「ゆう活」で定時退庁した日の勤務時間終了後の時間の活用方法（複数回答可）

全体

本府省等

地方支分部局等
（本府省等以外） 単位：%

単位：%

単位：%
31.2

7.7

24.7

8.2

27.5

22.8

13.8

3.3
0.3 0.9

19.4

6.6

17.7

30.3

7.9

25.5

7.7

25.3

19.3
15.6

3.0
0.8 0.9

19.7

4.8

12.3

36.6

10.4

33.5

11.6

33.3

25.1
18.5

3.8
0.9 1.2

26.3

3.7

10.2

家族との団ら

ん

育児や介護 家事 （育児や介護

を除く）家族の

ための用事

買い物 職場関係者や

友人との飲食

等

ジョギング等

のスポーツ

語学教室への

参加や専門知

識の習得など

自己啓発活動

自身の担当外

の政策分野に

おける自由な

企画・立案

地域活動やボ

ランティア活動

文化活動や趣

味

その他 特にない

27年度 30年度 元年度

33.3

9.4

34.1

11.1

34.5

21.3 18.8

3.1 0.7 1.4

26.0

4.1
11.1

34.3

8.0

31.1

10.7

33.5

21.6 20.0

2.9 0.7 1.5

26.3

4.0

11.7

26.3

18.4

53.6

13.7

40.9

19.8

11.0
4.5

0.5 0.8

24.5

4.9 7.2

家族との団ら

ん

育児や介護 家事 （育児や介護

を除く）家族の

ための用事

買い物 職場関係者や

友人との飲食

等

ジョギング等

のスポーツ

語学教室への

参加や専門知

識の習得など

自己啓発活動

自身の担当外

の政策分野に

おける自由な

企画・立案

地域活動やボ

ランティア活

動

文化活動や趣

味

その他 特にない

全体 男性 女性
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21.7

17.6

17.0

20.2

23.1

78.2

82.3

82.9

79.7

76.7

0.1

0.1

0.1

0.1

0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

元年度

30年度

29年度

管理職

非管理職（一般職員）

利用したことがある 利用したことはない（できなかった） 不明

18.7

2.6

15.0

22.8

36.9

24.9

17.8

3.1

13.1

21.4

36.9

20.918.9

3.2

12.5

19.3

30.5
22.7

16.2

29年度 30年度 元年度
68.3

1.8 6.0 10.4 11.4
20.9

0.3
6.8

71.0

1.8 5.3 8.2 9.1
16.0

0.2 2.8 5.5

61.9

1.8
8.6 13.7 13.1

26.7

0.6 4.3 7.7

29年度 30年度 元年度

【11】フレックスタイム制の利用の有無

＜フレックスタイム＞

全体

利用する必
要性を感じ
なかったた
め

利用したい
が、制度が
あることを
知らなかっ
たため

制度がある
ことは知っ
ているが、
手続が分か
らないため

手続が煩雑
であるため

周りの人が
利用してい
ないため

突発的な業
務が多く、
先の予定が
立てにくい
ため

フレックス
タイムによ
る勤務を申
告したもの
の、業務に
支障が生じ
ることから
認められな
かったため

利用を言い
出しにくい
雰囲気があ
るため

その他

利用した理由（複数回答可） 利用しなかった・できなかった理由（複数回答可）

育児 介護 自己啓発 趣味 業務の繁閑
に応じた勤
務

交通混雑の
緩和（オリ
ンピック・
パラリン
ピック東京
大会に向け
た交通マネ
ジメント
（TDM）施
行による朝
の通勤時間
帯の回避
等）

その他

単位：% 単位：%

※29年度調
査では選択
肢なし←※29、30

年度調査では
選択肢なし 14



38.5

11.6

32.9 34.6 22.7 30.2
11.0 9.6 11.7

74.1

4.0

34.5
10.4 28.0 31.1 21.3

11.2
21.5

8.4 8.3
21.5

69.9

4.5

32.8
10.7

29.1
37.1 31.9

17.2 24.7 17.2 11.8
26.7

75.6

3.8

29年度 30年度 元年度

32.8

10.7

29.1
37.1 31.9

17.2
24.7

17.2 11.8

26.7

75.6

3.8

39.9

14.0

38.1
42.9 37.2

22.9
26.7

19.1 15.8

34.7

82.8

1.4

26.4

7.7
21.1

31.8 27.0

12.0
23.0

15.5
8.3

19.5

69.2

5.9

全体 管理職 非管理職

【12】WLB月間の共通取組事項の実施状況（複数回答可）

全体 単位：%

大臣、事務次官、
幹部等か
らの内外に対
する継続的な
メッセージ発信、
各フロア
巡回など

20時以前の庁
舎の消灯

原則16時以
降には会議や
作業依頼等を
行わないこと、
超過勤務を前
提とした短期
間の締切設定
を行わないこ
と等の取組

超過勤務予定
の事前確認

超過勤務時間
の見える化

一定の時間を
超えて超過勤
務をした場合
の改善措置

フレックスタ
イム制度の普
及促進

「テレワーク
・デイズ」等
の活用、管理
職のテレワー
クの実施、管
理職から職員
に対して実施
の推奨などテ
レワークの積
極的な実施

審議会・各種
会議において、
ペーパーレス
での開催や紙
資料での配布
削減など、ペ
ーパーレス化
推進に向けた
指示

不要・不急業
務の見直し

年次休暇や夏
季休暇の一層
の取得促進

いずれの取組
も行われてい
ない

※29年度調
査では選択
肢なし

単位：%

大臣、事務次官、
幹部等からの内
外に対する継続
的なメッセージ
発信、各フロア
巡回など

20時以前の庁
舎の消灯

原則16時以
降には会議や
作業依頼等を
行わないこと、
超過勤務を前
提とした短期
間の締切設定
を行わないこ
と等の取組

超過勤務予定
の事前確認

超過勤務時間
の見える化

一定の時間を
超えて超過勤
務をした場合
の改善措置

フレックスタ
イム制度の普
及促進

「テレワーク
・デイズ」等
の活用、管理
職のテレワー
クの実施、管
理職から職員
に対して実施
の推奨などテ
レワークの積
極的な実施

審議会・各種
会議において、
ペーパーレス
での開催や紙
資料での配布
削減など、ペ
ーパーレス化
推進に向けた
指示

不要・不急業
務の見直し

年次休暇や夏
季休暇の一層
の取得促進

いずれの取組
も行われてい
ない

15



【12】WLB月間の共通取組事項の実施状況（複数回答可）（続き）

本府省等

地方支分部局等（本府省等以外）

単位：%

46.8

16.0
32.3 37.2 43.2

22.3 30.9
43.0

21.5 29.6

74.1

2.4

56.3

19.0
38.4 42.3 51.1

28.6 34.1
44.5

25.8 36.4

80.3

0.8

36.8

13.0
26.0 31.9 35.1

15.8
27.6

41.4

17.1 22.5

67.6

4.1

全体 管理職 非管理職

26.9
8.4

27.8
37.0

27.0
15.0 22.1

6.3 7.7
25.5

76.3

4.3

32.2

11.7

37.9
43.1

30.7
20.3 23.3

7.2 11.1

33.9

83.9

1.7
22.3

5.6
19.2

31.8 23.9
10.5

21.2
5.6 4.9

18.3

69.8

6.6

全体 管理職 非管理職

大臣、事務次
官、幹部等か
らの内外に対
する継続的な
メッセージ発
信、各フロア
巡回など

20時以前の庁
舎の消灯

原則16時以
降には会議や
作業依頼等を
行わないこと、
超過勤務を前
提とした短期
間の締切設定
を行わないこ
と等の取組

超過勤務予定
の事前確認

超過勤務時間
の見える化

一定の時間を
超えて超過勤
務をした場合
の改善措置

フレックスタ
イム制度の普
及促進

「テレワーク
・デイズ」等
の活用、管理
職のテレワー
クの実施、管
理職から職員
に対して実施
の推奨などテ
レワークの積
極的な実施

審議会・各種
会議において、
ペーパーレス

での開催や紙
資料での配布
削減など、ペ
ーパーレス化
推進に向けた
指示

不要・不急業
務の見直し

年次休暇や夏
季休暇の一層
の取得促進

いずれの取組
も行われてい
ない

大臣、事務次
官、幹部等か
らの内外に対
する継続的な
メッセージ発
信、各フロア
巡回など

20時以前の庁
舎の消灯

原則16時以
降には会議や
作業依頼等を
行わないこと、
超過勤務を前
提とした短期
間の締切設定
を行わないこ
と等の取組

超過勤務予定
の事前確認

超過勤務時間
の見える化

一定の時間を
超えて超過勤
務をした場合
の改善措置

フレックスタ
イム制度の普
及促進

「テレワーク
・デイズ」等
の活用、管理
職のテレワー
クの実施、管
理職から職員
に対して実施
の推奨などテ
レワークの積
極的な実施

審議会・各種
会議において、
ペーパーレス

での開催や紙
資料での配布
削減など、ペ
ーパーレス化
推進に向けた
指示

不要・不急業
務の見直し

年次休暇や夏
季休暇の一層
の取得促進

いずれの取組
も行われてい
ない

単位：%
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【13】 WLB月間にテレワークを利用しましたか。

【14】WLB月間にテレワークを利用しなかった、もしくは十分に利用できなかった理由※
（複数回答可）

9.3

24.0

3.1

2.6

6.6

0.9

88.1

69.3

96.0

0.0

0.1

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

本府省庁等

地方支分局等

（本府省庁等以外）

希望通りに利用した 希望通りには利用できていないが、利用した 利用しなかった 不明

10.0

19.6

7.6 3.8

32.7

9.5

41.3

11.7

0.0
4.1

17.7

8.2
3.7

24.9

10.4

29.7

12.2

0.0

12.4

20.4

7.3
3.8

36.0

9.1

46.2

11.5

0.0

全体 本府省庁等 地方支分局等（本府省庁等以外）
単位：%

テレワーク勤務が
できることを知ら
なかった

ハード面（端末の
台数や同時アク
セス数など）が不
十分

利用申請手続上
に課題がある（手
続が煩雑、数日
前の申請を要す
る等柔軟性がな
い）

利用を言い出し
にくい雰囲気が
ある

テレワークができ
る環境（自宅での
執務環境、アクセ
スしやすいサテラ
イトオフィスの設
置）が不十分

コミュニケーション
手段に問題があ
る（web会議がス
ムーズに利用が
できない、電話利
用の実費負担等）

利用したくない・
現時点では利用
する必要性を感
じない

その他 改善したほうが
よいと思うことは
ない

17※上記の割合は、【13】で「希望どおりに利用できていないが、利用した」又は「十分に利用できなかった」を選択した者のうち各選択肢を選択した者÷
アンケート回答者数全体（【13】で「希望通りに利用した」を選択した者を含む）で算出した。



【15】テレワーク・デイズ2019を経て、職場全体でテレワークは利用しやすい雰囲気になりまし
たか。

【16】あなたは今後のテレワークの利用について、どのように思いますか。

4.7

11.3

2.0

24.4

44.5

15.8

23.6

19.1

25.5

46.7

24.3

56.2

0.5

0.7

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

本府省庁等

地方支分局等

（本府省庁等以外）

とても利用しやすくなったと感じる 少しだけ利用しやすくなったと感じる 利用しやすくなっていないと感じる 全く利用しやすくなっていない 不明

14.1

21.2

11.1

37.9

42.3

36.1

26.7

21.6

28.8

21.0

14.5

23.7

0.3

0.4

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

本府省庁等

地方支分局等

（本府省庁等以外）

ぜひ利用したい どちらかといえば利用したい どちらかといえば利用したくない 全然利用したくない 不明 18
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